


1

もうすぐママになる人へ……………… 3
　・母子健康手帳の交付・
　　妊婦健康診査……………………… 3
　・妊婦・乳幼児の栄養相談………… 3
　・風しん予防接種助成事業………… 3
　・産前産後期間に係る
　　国民健康保険税減額届出書……… 4
　・国民年金保険料の産前産後
　　免除申請…………………………… 4
赤ちゃんが生まれたら………………… 5
　・出生届……………………………… 5
　・出産育児一時金…………………… 5
　・出産奨励金………………………… 6
　・子ども医療費支給制度…………… 6
　・未熟児養育医療…………………… 7
　・児童手当…………………………… 7
　・妊婦のための支援給付交付金…… 8
お子さんとお母さんの健康のために……… 8
　・新生児聴覚検査助成……………… 8
　・産後ケア事業……………………… 8
　・新生児訪問………………………… 8
　・乳児家庭全戸訪問………………… 9
　・乳幼児健康診査…………………… 9
　・予防接種………………………… 10
　・乳幼児の事故の予防…………… 11
子育て支援情報……………………… 13
　・児童館…………………………… 13
　・地域子育て支援拠点事業……… 13
　・ブックスタート………………… 14
　・一時預かり事業………………… 14
　・子育て援助活動支援事業
　　（ファミリー・サポート・センター事業）…… 14
　・病児・病後児保育事業………… 15
　・子育て短期支援事業…………… 15
　・�放課後児童健全育成事業
　　（学童保育所）…………………… 16

　・おやそだちサロン……………… 17
　・こたけプレーパーク…………… 17
　・チャイルドシートの貸出……… 17
こども園、保育園、幼稚園………… 18
　・子ども・子育て支援新制度…… 18
　・幼児教育・保育の無償化……… 18
　・幼児期の教育・保育施設……… 19
小、中学校…………………………… 20
　・入学・転校手続き……………… 20
　・就学援助制度…………………… 21
ひとり親家庭への支援……………… 21
　・ひとり親家庭等医療費支給制度
　　…………………………………… 21
　・児童扶養手当…………………… 22
　・ひとり親家庭などを対象とした
　　その他の事業…………………… 23
障がいがあるお子さんへの支援など… 23
　・重度障がい者医療費支給制度… 23
　・特別児童扶養手当……………… 24
　・障害児福祉手当………………… 25
　・児童発達支援…………………… 25
　・放課後等デイサービス………… 26
　・保育所等訪問支援……………… 26
　・日中一時支援事業……………… 27
子育ての悩みの相談先……………… 27
　・各種相談窓口…………………… 27
　・�障がい者（児）相談支援事業
　　（障がいに関する相談）………… 28
　・発達障がいについて
　　知っていますか ?………………… 29
住居費等に関する支援……………… 30
　・結婚新生活支援事業…………… 30
　・小竹町移住者住宅取得補助金… 30
町内の公園…………………………… 30
　・小竹町運動公園グラウンド…… 30

小竹町子育てハンドブック　もくじ



2

妊娠中 出生 生後３～
４か月 生後６か月 １歳頃 １歳６か月

頃 ２歳頃 ３歳頃

子育てカレンダー

家庭訪問、各種相談など
P３、８、９、12、27～ 29

予防接種
P10～ 11

乳幼児健診（４か月、７か月、12か月、１歳６か月、３歳児）
P9

児童手当
P7

子ども医療
P6

出生届
P5

妊婦一般
健康診査

P3

母子手帳
交付
P3

子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー



33

もうすぐママになる人へ

母子健康手帳の交付・妊婦一般健康診査� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

▶母子健康手帳の交付
　�　妊娠されたお母さんには、母子健康手帳を交付します。母子健康手帳は、お母さん
と子どもの健康を守るものです。交付の際に、手帳の活用方法や赤ちゃんに関する制
度などの説明・案内を行います。
届出に必要なもの

　・妊娠届出書　・マイナンバーに関する書類　・本人確認書類（運転免許証等）
　・妊婦さん本人名義の口座が分かる通帳またはキャッシュカード

▶妊婦一般健康診査受診券の交付
　�　妊婦一般健康診査は妊婦さんと赤ちゃんの健康状態を把握し、無事に出産の日を迎
えられるようにするための大切な健康チェックの機会です。母子健康手帳交付の際、
１人あたり 14回の補助券を交付しています。

～妊娠23週 ４週間に１回
妊娠 24週～ 35週 ２週間に１回
妊娠 36週以降 １週間に１回

※転入・転出の場合も、担当係までご連絡ください。

▶妊婦さんへの家庭訪問
　�　妊婦一般健康診査結果などをもとに、必要に応じて助産師や保健師などが訪問して
妊娠期のさまざまな相談に応じます。

妊婦・乳幼児の栄養相談� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

◎�妊娠中の食事について知りたい人
　控えたほうがいい食品や、妊婦さんの体重管理など
◎離乳期・子育て期の食事についてお悩みの人
　�好き嫌いがはげしい、アレルギーの心配など
　妊婦さんや乳幼児の栄養に関することについて、お気軽にご相談ください。

風しん予防接種助成事業� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　妊婦さんが風しんに感染すると心臓に障がいがあったり、目が見えにくい、耳が聞こ
えにくいといった「先天性風しん症候群」の赤ちゃんが生まれる可能性があります。小
竹町では、風しんの感染を防ぐために風しん予防接種の助成を行います。
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接種回数 　１回
　MR（麻しん風しん）ワクチンまたは、風しんワクチンが無料で接種できます。
　接種を希望される場合は、事前申請が必要となるため担当係にお問い合わせください。
対象者

　小竹町に現住所を有する人で風しん抗体検査の結果、抗体価が十分でなく次の①また
は②に該当する人
　①妊娠希望の女性（ただし、妊娠中の人は接種できません。）
　②�妊婦（妊娠希望者）の配偶者（パートナー含む）または同居者（生活空間を同一に

する頻度が高い家族等）
　→�②は妊婦（妊娠希望者）が抗体検査で、風しんの感染予防に十分な免疫を保有して

いることが判明している場合は、対象となりません。
　※�ワクチン接種時に、①は本人の②は本人と妊婦（妊娠希望者）の風しん抗体検査の

結果の提供が必要です。
　※風しん抗体検査は福岡県が無料で実施しています。

産前産後期間に係る国民健康保険税減額届出書� 税務住民課保険年金係☎0949-62-1224

　小竹町国民健康保険の被保険者が出産する際には、届出により国民健康保険税の所得
割額と均等割額が一定期間減額されます。
対象者

　出産予定者および出産した小竹町国民健康保険被保険者
対象期間

　出産予定日または出産日が属する月の前月分から４か月相当分。なお、多胎妊娠の場
合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月相当分
届出時期

　出産予定日の６か月前から
　※出産後の届出も可
届出に必要なもの

　本人確認書類（運転免許証など）、母子健康手帳

国民年金保険料の産前産後免除申請� 税務住民課保険年金係☎0949-62-1224

　国民年金第１号被保険者期間中の人は、出産予定日または出産が属する月の前月から
４か月間の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日また
は出産日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。
対象者

　出産日が平成 31年２月１日以降の「国民年金１号被保険者」
届出時期

　出産予定日の６か月前から
届出に必要なもの

　本人確認書類（運転免許証など）、出産日の分かる書類（母子健康手帳など）
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赤ちゃんが生まれたら

出生届� 税務住民課住民係☎0949-62-1217

�
　赤ちゃんが生まれたら、出生した日を含め14日以内に父または母が父母の本籍地、赤ちゃ
んの出生地、届出人の所在地のうちいずれかの市区町村役場に出生届を提出してください。
届出に必要なもの

　・出生証明書　・母子健康手帳

出産育児一時金� 税務住民課保険年金係☎0949-62-1224

　小竹町国民健康保険の加入者が出産した場合に、48万８千円または50万円（出産す
る病院などが 「産科医療補償制度」に加入している場合）が支給されます。また、国民
健康保険以外の健康保険（社会保険など）に加入されている人は、加入中の健康保険か
ら出産育児一時金が支給されます。詳しくは加入している健康保険へお尋ねください。
※�出産者が社会保険などの本人として連続１年以上加入していて、資格喪失６か月以内
に出産した場合は、社会保険などから出産育児一時金が支給されます。

▶出産育児一時金直接支払制度
　�　国民健康保険の加入者が病院などと契約を結んで、小竹町から病院などに直接、出
産育児一時金を支払うことで、加入者が出産費用をあらかじめ用意する経済的負担を
軽減する制度です。

　�　なお、出産費用が 48万８千円または 50万円を下回った場合は、申請により差額
が支給されます。
差額の申請に必要なもの

　・出産時の領収書　・世帯主名義の通帳

▶出産育児一時金受取代理制度
　�　直接支払制度を導入していない病院などで出産する場合、加入者に代わって病院な
どが出産育児ー時金を受け取ることで、直接支払制度と同様、加入者の経済的負担を
軽減する制度です。事前に役場へ申請する必要があります。出産費用が 48万８千円
または 50万円を下回った場合の差額は、事前に申請した口座へ振り込みます。
申請に必要なもの

　・世帯主名義の通帳

▶直接支払制度、受取代理制度を利用しない場合
　出産後に出産育児一時金の申請をしてください。
　 申請に必要なもの
　・出産時の領収書　・世帯主名義の通帳
　・直接支払制度に係る契約を病院と締結していない旨の記載がある合意文書の写し

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら



66

出産奨励金� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　子どもの誕生を祝福し、健やかな成長を願い、新生児を養育する人へ出産祝金５万円を支給します。
対象者

　小竹町の住民記録台帳に登録された新生児
　※出生後最初の住民登録を小竹町にしている場合に限ります。
申請および受給者

　上記対象となる新生児の父親または母親で、出産日まで３か月以上小竹町に住民登録
しており、かつ引き続き小竹町に居住し新生児を監護する人
　申請者および配偶者に町税等の滞納がない人
　※滞納がある場合は、出産奨励金は支給されませんのでご注意ください。
届出に必要なもの

　母子健康手帳の写し（出生届出済証明のページ）、申請者名義の振込先の口座番号等
がわかるものの写し（通帳またはキャッシュカード等）、申請者の本人確認書類（運転
免許証等）
届出時期

　赤ちゃんが出生した日の属する月の末日から３か月以内

子ども医療費支給制度� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　子どもの保護者に対し、子どもの医療保険診療による医療費の自己負担分を助成しています。
対象者

　小竹町に住所を有する 18歳に達する日以降最初の３月 31日までの間にある子ども
　※生活保護、重度障がい者医療およびひとり親家庭等医療受給の場合は対象となりません。
医療証の有効期限

　①出生～小学校就学前…６歳に達する日以降の最初の３月 31日まで
　②小学校１年生～小学校６年生…12歳に達する日以降の最初の３月 31日まで
　③中学生～高校生…18歳に達する日以降の最初の３月 31日まで
　※�小学校就学後、中学校就学後から使用する医療証は、それぞれに就学する月の前月

末までに送付します。
申請に必要なもの

　①対象となる子どものマイナンバーカード（健康保険の資格確認書等）
　②申請者の本人確認ができるもの（運転免許証、マイナンバーカード等）
　③印鑑および委任状（代理手続きの場合のみ）
自己負担額

　０歳～小学校就学前　なし
　小学生　通院 1200円／月（上限）　入院 500円／日（月７日限度）
　中学生～高校生　通院 1600円／月（上限）　入院 500円／日（月７日限度）
助成対象外

　①保険診療以外（室料差額・往診の際の交通費・薬の容器代等）
　②他の公費で助成される医療費
　③入院時の食事代
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　※�新生児の申請は出生の日から 30日以内に行ってください。30日を経過すると申
請月の初日からの認定となり、認定月の前月までの医療費の払い戻しはできません。

　※�県外で受診した場合や医療証を医療機関に提示できなかった場合に窓口で医療費を
支払ったときは、次のものをお持ちのうえ、役場子育て支援係の窓口で払い戻しの
手続きをしてください。

　�①子ども医療証　②マイナンバーカード（健康保険の資格確認書等）　③印鑑
　�④通帳など口座番号等の確認ができるもの（保護者の口座）
　⑤領収書（医療機関等が発行したもの）の原本

未熟児養育医療� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　赤ちゃんが身体の発育が未熟なまま生まれ、入院が必要な場合、治療費などを町が負
担する制度です。
対象者

　１歳未満で、医師が入院治療を必要と認めた乳児
　※申請には医師の意見書などが必要になりますので、詳細はお問い合わせください。
　※給付が必要となった日から 30日以内に申請してください。

児童手当� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　家庭等における生活の安定と、次代の社会を担う児童の健やかな成長を支援するため、高
校生世代（18歳到達後の最初の３月31日）までの児童を養育している人に手当を支給します。
　手当を受けるためには認定請求が必要です。出生・転入等により受給資格が生じた場
合は、担当係で請求の手続きをしてください。
　手当は、申請月の翌月からの支給となります。手続きが遅れますと支給されない月分
が発生しますので、ご注意ください。ただし、出生日または前住所地の転出予定日が月
末のため申請が翌月になる場合、出生日または転出予定日の翌日から 15日以内に申請
すれば、支給開始月の特例として申請月から支給されます。

手当の月額
区　　　分 手当月額（１人あたり）

３歳未満
第１子・第２子 15,000 円
第３子以降 30,000 円

３歳から高校生世代
第１子・第２子 10,000 円
第３子以降 30,000 円

※�児童手当は、保護者が学費や生活費等の経済的負担をしている 22歳に到達後最初の
３月 31日までにある子（児童福祉施設等に入所している子を除く）を年長者から第
１子、第２子と数えます。
手当の支払

　児童手当は、偶数月に前月分までを支払います。
申請に必要なもの

　①マイナンバーが確認できるもの
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　②請求者名義の預金通帳
　③請求者の健康保険の資格確認証等
　※その他の書類が必要となる場合があります。 詳しくは担当係にお問い合わせください。
　※児童を養育している人が公務員の場合は、勤務先で手続きをしてください。

妊婦のための支援給付交付金� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　妊娠から出産・子育てまでの様々な相談に応じながら経済的な支援を行うため、妊娠届
出時に面談を受けた妊婦および出産後に助産師等の訪問を受けた母親等（養育者）を対象
に給付金を支給します。
　【支給額】
　・対象の妊婦一人あたり　50,000円　　・対象の子ども一人あたり　50,000円

お子さんとお母さんの健康のために

新生児聴覚検査費助成� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

�
検査方法 助成金額（上限）

自動ABR検査 6,000 円

OAE検査 6,000 円

　出生後、産院で受ける赤ちゃんの聴覚検査について、
生後１か月以内の赤ちゃんの検査費用を助成します。
　検査の種類や金額は産院によって異なります。一
旦自己負担していただき、後日申請により助成します。

産後ケア事業� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　出産後、育児に不安がある人や育児の支援が受けられない人に対し、産院や助産院で
お母さんの心身のケアや授乳のケア、育児相談等のケアが受けられます。利用を希望さ
れる人は、担当係にお問い合わせください。
対象者

　出産後１年未満の母親と乳児

サービスの種類 食事
利用料金（自己負担）

利用上限
町民税課税世帯 生活保護世帯

町民税非課税世帯
ショートスティ（宿泊型）３食付き １泊 2,500 円 無料 原則７泊以内
ディサービス（日帰り）１食付き １日　500円 無料 原則７日以内
母乳育児相談（通所型）食事なし 無料 無料 １回のみ（２回目以降は全額自己負担）

新生児訪問� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　新生児のいるすべての家庭を、助産師や保健師等が訪問し、赤ちゃんの発育・発達状
況の確認や体重測定、育児相談、母乳相談を行います。
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対象者
　新生児および保護者

乳児家庭全戸訪問� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　小竹町では、お母さんと赤ちゃんの健康を願うとともに、これからの子育てのお手伝い
をさせていただくため、生後４か月の赤ちゃんのいるすべてのご家庭を訪問します。
　こども家庭センターのスタッフ（子ども家庭支援員など）や主任児童委員が子育ての
不安や悩みに相談に応じ、子育てに関する情報をお届けします。
対象者

　生後４か月までの乳児および保護者

乳幼児健康診査� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　乳児期・幼児期の成長や発達の状況を確認し、育児に関する不安や悩みの相談に応じ、
子育て支援に関する情報提供を行います。
対象者

　４か月児健康診査：生後４か月の乳児
　７か月児健康診査：生後７か月の乳児
　12か月児健康診査：生後 12か月の幼児
　１歳６か月児健康診査：１歳６か月から１歳９か月の幼児
　３歳児健康診査：３歳から３歳３か月の幼児
実施回数

　乳児健康診査　毎月１回、１歳６か月児健康診査　年４回、３歳児健康診査　年４回
場　所

　小竹町役場
受付時間

　個別通知の案内に記載しています。
持参するもの

　・母子健康手帳　・事前に送付したアンケート　・バスタオル　・朝一番の尿（３歳のみ） 
　※対象者には、２週間くらい前に案内を送付します。

４か月 ７か月 12か月 １歳６か月 ３歳

実施内容

問診・
発達チェック
身体計測
小児科診察
育児相談
栄養相談

問診・
発達チェック
身体計測
小児科診察
育児相談
栄養相談

問診・
発達チェック
身体計測
小児科診察
育児相談
栄養相談

問診・発達チェック
身体計測
小児科診察
歯科診察
フッ素塗布（希望
者のみ）
育児相談・保健相談・
栄養相談

問診・発達チェック
尿検査
視力検査（※１）
身体計測
小児科診察
歯科診察
フッ素塗布（希望
者のみ）
育児相談・保健相談・
栄養相談

※１：�短時間で、簡易に視力異常（遠視・近視・乱視・斜視等）が発見できる機器（ス
ポットビジョンスクリーナー）を導入しています。
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予防接種� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

▶定期予防接種の接種年齢・接種間隔
　決めらえた接種年齢、間隔で受けられない場合は定期外（任意接種）となり、費用が
自己負担となります。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

ワクチン名 対象年齢 回数 間隔や接種期間など

小児用肺炎
球菌ワクチン

２か月～５歳の…
誕生日の前日まで

接種開始
月齢によ
り異なり
ます

接種開始：�２～７か月に至るまでの場合
　　　　　初回３回、追加１回の計４回
接種開始：�７～ 12か月に至るまでの場合
　　　　　初回２回、追加１回の計３回
接種開始：�１～２歳の誕生日の前日までの場合

初回１回、追加１回の計２回
接種開始：２～５歳の誕生日の前日までの場合１回

五種混合
（百日咳・破傷
風・ジフテリア・
ポリオ・ヒブ）

２か月～７歳６か月…
の前日まで ４回 初回３回接種後、６か月以上の間隔をあけて追

加１回

日本脳炎

１期：６か月～７歳
６か月になる前日 ３回 ６日以上の間隔をあけて２回接種後追加１回

標準的な接種期間は3歳～4歳の間です。
２期：９歳～13歳
の誕生日の前日 １回 標準的な接種期間は小学校４年生です。

小竹町では９歳の人に案内を送付
二種混合 11歳～13歳未満 １回 小竹町では小学校６年生に案内を送付

Ｂ型肝炎 １歳の誕生日の前
日まで ３回 27日以上の間隔をあけて２回接種後、１回目

から 139日以上の間隔をあけて３回目接種

子宮頸がん
予防ワクチン
（HPVワクチン）

小学校６年生～
高校１年生に相当
する年齢の女子

２～３回

標準的接種期間は中学校１年生
・サーバーリックス
　→�１か月の間隔をあけて２回接種後、１回

目の接種から６か月の間隔をあけて１回
・ガーダシル
　→�２か月の間隔をあけて２回接種後、１回

目の接種から６か月の間隔をあけて１回
・シルガード
　→�（15歳未満の場合）６か月の間隔をあけて

２回接種（15歳以上の場合）２か月の間隔
をあけて２回接種後、１回目の接種から６
か月の間隔をあけて１回

※�有効性と安全性等を理解した上で受けてく
ださい。

生
ワ
ク
チ
ン

ロ
タ

ロタリックス 生後６週から24週 ２回 どちらのワクチンも生後２か月から14週６日まで
に１回目を接種。異なるワクチンの混合接種は原則
できません。ロタテック 生後６週から32週 ３回

BCG（結核） １歳の誕生日の前
日まで １回 標準的な接種期間は５～８か月の間です。

MR
（麻しん風しん）

１期：１歳児 １回 １歳～２歳の誕生日の前日

２期：年長児 １回 小学校就学前の１年間
（年長児の４月１日～３月 31日まで）

水痘
（みずぼうそう）

１歳～３歳のお誕
生日の前日まで ２回 １回目から３か月以上の間隔をあけて２回目

を接種
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◎造血細胞移植後のワクチン再接種費用助成制度について
　小竹町では、骨髄移植等による造血幹細胞の移植により、すでに接種していた定期予
防接種の予防効果が低下や消失したことで、任意によるワクチン再接種が必要であると
医師が認めた人に対し、再接種の費用を助成します。事前に町の認定が必要となります
ので、健康こども課健康対策係までお問い合わせください。

◎予防接種の間隔について
【異なるワクチンの接種間隔】

生ワクチン
（注射）

不活化
ワクチン

生ワクチン
（経口）

異なる種類の生ワクチン（注射）

・生ワクチン（注射）
・異なる種類の不活化ワクチン
・生ワクチン（経口）

・生ワクチン（注射）
・不活化ワクチン
・生ワクチン（経口）

27日以上あけて

※�水痘（１回目）→水痘（２回目）は、今までの規定通り
３か月以上の接種間隔です。

※�ロタワクチンからロタワクチンは 27日以上の接種間隔です。

※�肺炎球菌やヒブなど同じワクチンを複数回接種する場合の
間隔は今までの規定のとおりです。

制限なし

制限なし

制限なし

不活化ワクチン・生ワクチン（経口）

ワクチンの種類
生ワクチン
（注射）

不活性化ワクチン 生ワクチン
（経口）

・BCG ・MR ・ヒブ ・肺炎球菌 ・ロタ
・麻しん ・風しん ・B 型肝炎 ・五種混合
・水痘 ・二種混合 ・日本脳炎

・不活性ポリオ ・子宮頸がん
・インフルエンザ

▶予防接種後の副反応と健康被害救済制度について
◎通常みられる副反応
　発熱、接種部位の腫れや発赤、しこりなどがみられますが数日で自然に治ります。
◎重い副反応
　高熱やひどい腫れ、ひきつけなどの症状がおきた場合は医療機関を受診してください。 
◎健康被害救済制度
　定期接種により引き起こされた副反応により生活に支障がでるような障がいを残すな
どの健康被害が生じ、国の審査会にて予防接種によるものと認定された場合は予防接種
法に基づく給付を受けることができます。

乳幼児の事故の予防� 健康こども課健康対策係☎0949-62-1864

　子どもは好奇心旺盛でいろんな物を触ったり、ロに入れたりします。ハイハイができるよ
うになると行動範囲も広がり危険な場面が多くなります。子どもを事故から守りましょう。
▶転落
　身体に比べて頭が大きく重いことやバランス感覚が未熟なため転びやすいです。また、
大人に比べて視野が狭いです。
　ベビーベッド・ソファー・赤ちゃんかご・階段・歩行器・チャイルドシート・ベビーカー・
ショッピングカート・べランダ・ブランコなどの場所で転落がよく起きています。
◎予防策
　・ベビーベッドには転落防止柵を、階段や玄関にも柵をつけましよう。
　・�チャイルドシート・ベビーカー・ショッピングカートなどは正しく使用し、ベルトは必ず装着しましょう。
　・長い棒状のものを持たせて歩いたり、走ったりさせないようにしましよう。
　・べランダなどには、踏み台になるものは置かないようにしましよう。
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▶やけど
　子どもの皮膚は大人に比べて薄く弱いので、低い温度や短い時間でもやけどになりま
す。ポット・ストーブ・こたつ・アイロンなどはやけどしやすいです。
◎予防策
　・�家庭内の熱いものは畳や床の上に置かず１ｍ以上の高いところへ置くか、囲いをし、

触れないように工夫しましょう。
　・テーブルの隅に熱いものを置かないようにしましょう。

▶誤飲
　生後５か月を過ぎると、子どもは手にしたものを何でも口に入れるようになります。
トイレットペーパーの芯の大きさと子どものロの大きさはほぼ同じです。芯に入る大き
さのものは誤飲の恐れがあります。小さなおもちゃ・飴玉・電池・クリップ・ピーナッツ・
くすり・硬貨・たばこ・ねじ・くぎなどが誤飲しやすいものです。
◎予防策
　・�遊ぶときは目が届くところで遊ばせ、そばを離れる時は手の届かない床から１ｍ以

上の高さのある場所へ置きましょう。
　・整理整頓に努めましょう。

▶水の事故
　子どもは頭が重いのでうつ伏せに倒れると、水深が５～ 10cmあれば溺れてしまいま
す。お風呂場・トイレ・洗濯機などの場所で起きやすいです。
◎予防策
　・お風呂場に鍵をしたり、浴槽・洗面器の水は残さず捨てましよう。
　・洗濯機のまわりに足台となるようなものは置かないようにしましよう。

▶電話で相談したい場合
◎福岡県小児救急医療電話相談
電話番号

　プッシュ回線、携帯電話から　#8000　ダイヤル回線の場合 092-731-4119
相談日

　毎日夜間（土・日祝日も可）
相談時間

　平日：19時～翌朝７時　　土曜日：12時～翌朝７時　　日曜日・祝日：７時～翌朝７時

▶化学物質や医薬品、動植物等を誤飲した場合
◎中毒 110番　（365日 24時間対応）
　大阪：☎ 072-727-2499　つくば：☎ 029-852-9999

▶たばこを誤飲した場合
◎タバコ誤飲事故専用電話
　☎072-726-9922（365日24時間対応）※自動音声応答方式により情報を提供しています。
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▶病院診療が必要な場合
◎直方鞍手広域市町村圏事務組合休日等急患センター
診療科目

　内科・小児科（下記診療時間②のときは、小児科のみ）
診療時間

　①土曜日、日曜日、祝日、盆、年末年始、期間：18時～ 23時（外来のみ）
　②第２・第４日曜日：９時～ 18時（12時～ 13時は昼休み）
所在地

　直方市山部 808-14
電話番号

　0949-28-2840
　※休日当番医
　日曜日・祝日等の休日に当番制で診療を行っています。診療できる病院が直方鞍手医
師会のホームページに掲載されています。

▶救急医療が必要な場合
　救急車が必要な場合には 119番してあわてずに症状、住所、名前等を伝えてください。

子育て支援情報

児童館� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

▶小竹町児童館
　児童館とは、「あそび」をとおして、子どもたちを健康で心ゆたかに育てていくための施設です。
住　所

　小竹町大字勝野 3370番地１
利用できる人

　小竹町に居住する 18歳未満の児童
　ただし、乳幼児の利用については、保護者の同伴が必要です。
◎事業のイベント等詳しくは、ホームページをご覧ください。

地域子育て支援拠点事業� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　子育て中の保護者が親子で交流できる場として、地域子育て支援センター事業を行っ
ています。子育てについての相談や子育て支援の情報提供、季節の催し・製作、絵本の
読み聞かせなどを行っています。

▶小竹町地域子育て支援センター� 小竹町児童館☎0949-62-7844

　地域の子育て支援の拠点として育児相談や親子が交流できる教室等を開催しています。
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場　所
　小竹町児童館内　◎事業内容や日程など詳しくは、ホームページをご覧ください。
　◎対象：未就学児とその家族（保護者同伴）　◎予約は不要です。※イベントは予約制

ブックスタート� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　ブックスタートは、地域に生まれた赤ちゃんに健やかに育ってほしいと絵本を手渡し、子育
ての応援をする活動です。小竹町では赤ちゃんとご家族に絵本が２冊入ったブックスタートパッ
クをプレゼントしています。赤ちゃんと身近にいる大人の人が一緒に絵本を開くことで、赤ちゃ
んにゆっくり語りかけるひとときが生まれます。ふれあいの中で身近な人の声を聞く。それは、
赤ちゃんにとって幸せな体験になります。ぜひ赤ちゃんと一緒に絵本を楽しんでください。
配布日

　乳児家庭全戸訪問事業で訪問する日
ブックスタートパックの内容

　絵本２冊

一時預かり事業� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　小竹こども園等に通っていない生後６か月から就学前までの児童を一時的にお預かり
することができます。
　保護者の病気、介護、心的・身体的負担を解消するためのリフレッシュ、その他冠婚
葬祭などでご利用いただけます。
　・�事前に登録が必要です。※登録後小竹こども園にて簡単な面接を行い利用開始とな

ります。
　・緊急時以外は３日前までにお申し込みください。

申し込み先　小竹こども園☎0949-62-0187
利用規定範囲 時間 料金

月 14日以内
（８時 30分～ 17時 15分）

４時間以内 1,000 円
４時間以上８時間まで 2,000 円

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）
� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　ファミリー・サポート・センター事業とは、育児の援助を行いたい人（お助け会員）
と育児の援助を受けたい人（おねがい会員）が、地域の中で、育児の相互援助活動を行
う事業です。例えば、子どもの預かりや塾の送迎などをお願いすることができます。利
用希望者は事前登録が必要です。
対象児童

　生後６か月から小学校６年生までの児童
委託先

　NPO法人リトルバンブー　☎ 090-2503-9351
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利用料その他

活動時間 基準額
午前８時から午後７時まで １時間　500円

時間外 １時間　600円
　※�町民税非課税世帯の方や児童扶養手当を受給されているひとり親家庭の方などに対

し、利用料を助成する事業を行っています。
　※その他必要経費がかかる場合があります。詳しくは担当係におたずねください。

病児・病後児保育事業� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864
� 鞍手乳児院　病児・病後児室「メリーハウス」☎080-8568-6684

　子どもが病気の回復期で、集団保育が困難な期間において、仕事などの理由により家
庭で保育できないときに、一時的に子どもをお預かりする事業です。
対象児童

　①小竹町在住の生後４か月から小学校６年生までの児童
　②�保護者が勤務等の都合（傷病、災害、事故、出産、看護、冠婚葬祭等の社会的な理

由を含む。）により、家庭で育児を行うことが困難な児童
　※上記①および②をすべて満たしている子どもが対象です
実施場所

　鞍手乳児院　病児・病後児室「メリーハウス」　　住所：鞍手郡鞍手町大字新延448番地11
利用できる日時

　月曜日～土曜日　午前７時～午後６時
　※延長保育は午後７時まで
　※日曜日・祝日および年末年始（12月 29日～１月３日）は休業日となっています。
料金について

金額 備考
利用料 無料 小竹町にお住まいの人
食事代 400円 おやつを含む
延長保育 200円 18時～ 19時

利用手続
　①登録…登録は無料　②予約…利用希望日を電話で予約
　③診察…主治医等の診察を受け、所定の診断書を鞍手乳児院へ提出してください。

子育て短期支援事業� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　子育てをしている保護者が疾病や仕事などにより、子どもを家庭で養育することが一時
的に困難になった場合に、お預かりする事業です。お預かりには、宿泊を伴う「ショート
ステイ」と平日の夜間や休日等のお預かり「トワイライトステイ」の２つの方法があります。
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区分 内容・利用期間等
ショートステイ事業
（短期入所生活援助） 宿泊を伴うお預かりで、24時間を１日とします。（原則７日以内）

トワイライトステイ事業
（夜間養護等）

平日の夜間や休日の昼間のお預かり。
●平日夜間＝午後５時から午後 10時までの４時間以内
●休日＝午前７時から午後５時までの８時間以内

対象者
　小竹町内に住所を有するおおむね０歳から就学前までの児童
送　迎

　施設への送迎は、保護者が行ってください。
預かり実施施設（委託先）

　鞍手乳児院　福岡県鞍手郡鞍手町大字新延 448番地 11　☎ 0949-42-0246
利用方法

　利用を希望される場合は、事前登録申請と利用申請が必要です。事前に小竹町役場健
康こども課子育て支援係にて、手続きをお願いします。
申請手続きに必要なもの

　利用する子どもの健康保険証と子ども医療証
　※施設の利用定員があるため、状況により希望に添えない場合があります。
　※利用にあたっては利用料（世帯の状況により金額が異なります。）がかかります。
利用料

区分 対象者 ショートステイ事業
トワイライトステイ事業

夜間 休日

・生活保護世帯
・ひとり親世帯で町民税非課税世帯

２歳未満児 無料 無料 無料

２歳以上児 無料 無料 無料

町民税非課税世帯
（上記世帯を除く。）

２歳未満児 1,100 円 300円 350円
２歳以上児 1,000 円 300円 350円

その他の世帯
２歳未満児 5,350 円 750円 1,350 円
２歳以上児 2,750 円 750円 1,350 円

放課後児童健全育成事業（学童保育所）� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

▶放課後児童健全育成事業（学童保育所）� 委託事業者　小竹町社会福祉協議会　☎ 0949-62-2028

　保護者が就業または疾病等により、放課後自宅で保育できない家庭の小学生児童に、
遊び場や生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ります。
対象児童

　次の２つの条件を満たしている児童です。
　①小竹町立小学校に在学していること
　②保護者の就業または疾病等により、家庭等で保育ができないこと
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開所日時間
　放課後から午後７時までです。土曜日、春、夏、冬休みなどの学校休業日は、午前７時…
30 分から午後７時まで行います。
　※休所日：日曜日・祝日、年末年始（12月 29日～翌年１月３日）
費用負担

　学童保育所一般利用料金は、次のとおりです。

区分 １人目 ２人目以降
生活保護世帯 1,500 円 1,000 円

町民税非課税世帯、父子世帯、母子世帯 2,000 円 1,000 円
その他の世帯 4,000 円 2,000 円

※短期利用の利用料につきましては、担当係へお問い合わせください。

おやそだちサロン� 教育課社会教育係☎0949-62-0452

　次代を担う健全な子どもの育ちを願って、研修やふれあいの中で、家庭教育のあり方や子育
てについて親が学ぶ場として開設しており、子どもとのコミュニケーションや関係を豊かにし、
日々の子育ての中で感じる、気になることなどを子育て中の保護者同士で出し合い、考えます。
　０歳から 15歳の保護者対象の定員 10組程度の講座です。保護者お一人参加やこれ
から子育てをスタートする人の参加も大歓迎です。
※平日の午前中に開催予定です。開催場所や日程など詳しくは担当係にお問い合わせください。

こたけプレーパーク� 教育課社会教育係☎0949-62-0452

　子どもの豊かな感性、社会性、創造性を育むために、さまざまな体験活動を実施して
います。令和７年４月からは、関係機関と連携しながら、自然・動植物との関わりや友
だちとの遊びなどを推進していきます。開催日時など詳しくは、ホームページ等でお知
らせします。
対象者

　未就学児から小学生までの児童とその保護者

チャイルドシートの貸出� 企画調整課コミュニティ支援係☎0949-62-1214

　直方地区交通安全協会による６歳未満の乳幼児用チャイルドシートの無償貸出を行っています。
対象者

　小竹町住民
貸出期間

　６か月
申込先

　企画調整課コミュニティ支援係
　※�貸出用チャイルドシートは、数に限りがあります。必ず電話にてご確認のうえ、お

申し込みください。
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こども園、保育園、幼稚園

子ども・子育て支援新制度� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　幼児期の教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進める「子ども・子
育て支援新制度」が、平成 27年４月にスタートしました。
　保育所や新制度に移行した幼稚園等を利用する場合、次の３つの認定区分からなる「支
給認定」を受けていただく必要があります。

３つの認定区分

１号認定
（教育標準時間認定）

２号認定
（満３歳以上・保育認定
（標準時間・短時間））

３号認定
（満３歳未満・保育認定
（標準時間・短時間））

子どもが満３歳以上
で、幼稚園等での教
育を希望される

子どもが満３歳以上で、「保
育を必要とする事由（※１）」…
に該当し、保育所等での保
育を希望される場合

子どもが満３歳未満で、「保
育を必要とする事由」に該
当し、保育所等での保育を
希望される場合

利用先
認定こども園【０歳～５歳】

幼稚園（※２）
【３歳～５歳】 保育所（園）（※３）【０歳～５歳】

（※１）「保育を必要とする事由」
　保育所等での保育を希望される場合の保育認定（２号・３号）に当たっては、保護者の就労、
妊娠出産、疾病・障がい、求職活動などの保育を必要とする事由に該当することが必要です。
（※２）（※３）令和７年３月現在、小竹町内に幼稚園はありません。

幼児教育・保育の無償化� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　令和元年 10月から、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育の重要性や子育て
や教育に係る費用負担の軽減を図るため、幼児教育・保育の無償化がスタートしました。

◎認定こども園等を利用する場合
対象者・利用料

　３～５歳児クラスまでの全ての子どもの利用料が無償となります。０～２歳児までの
子どもについては、町民税非課税世帯を対象に利用料が無償となります。
　幼稚園、保育所、認定こども園も同様に無償となります。
　※副食費などは原則保護者負担です。
◎幼稚園の預かり保育を利用する場合
対象者・利用料

　幼稚園の利用に加え、利用日数に応じて最大月額 11,300 円までの範囲で預かり保育
の利用料が無償になります。　※保育の必要性の認定が必要です。
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幼児期の教育・保育施設� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

◎認定こども園

名称 住所 問い合わせ先
入園

定員 受入
小竹こども園 勝野 2746番地９ ☎ 0949-62-0187 180 人 生後６か月から

施設利用の申し込みについて
　・新年度（４月）からの入園
　　11月ごろにホームページや広報紙などでお知らせします。
　・年度の途中入園
　　�年度途中の入園を希望される場合は、入園希望月の前月 15日（15日が土曜日、日

曜日、祝日の場合は、その直前の平日）までに必要書類等を小竹町役場健康こども
課子育て支援係に提出してください。

保育料について
　保育料は、保護者の所得に応じ、町が決定します。
　保育料は、毎年９月が切り替え時期となり、４月から８月分保育料は前年度の市町村
民税額、９月からは当年度の市町村民税額に基づき町が決定します。

▶保育所等をきょうだいで利用する場合の保育料の軽減について
【ひとり親世帯等について】
　町民税所得割額が77,101円未満のひとり親世帯等については、第２子以降は無償となります。
【多子軽減について】
　同一世帯の複数の子どもがこども園、幼稚園、保育所等を利用する場合、利用者負担
額の軽減措置があります。小学校３年生以下の範囲において、最年長の子どもから順に
第２子は半額、第３子以降は無償となります。ただし、市町村民税所得割額57,700円
未満の世帯については、多子軽減における対象の年齢制限はなく、生計が同一のきょう
だいを最年長から順に第１子、第２子とかぞえ、第２子を半額、第３子以降は無償となり
ます。
※生活保護を受けている世帯、当該年度分の市町村民税非課税世帯は保育料が無償です。
預かり保育（１号認定）

　小竹こども園では、１号認定児に対し、通常の幼稚園教育時間外に行う預かり保育を、
教育時間終了後や長期休業期間中（春休み、夏休み、冬休み）に実施しています。
　利用時間、利用料金については、下の表をご覧ください。

登園日 利用時間 利用日数 利用料金
教育提供日（平日） 教育時間終了から午後６時まで

月25日以内 １時間200円
教育提供日以外の日（春休み等） 午前８時30分から午後６時まで
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延長保育（２号・３号認定）
　短時間児は 16時 30分から、標準時間児は 18時から 19時までの保育を延長保育と
して実施します。利用には、申請書の提出と下記の利用料が必要となります。
　利用料：１時間 200円
広域入所について

　・�小竹町にお住まいの人（住民票のある人）は小竹町内の保育施設（小竹こども園）
を利用することを原則としますが、例外的に居住市区町村以外の保育施設を利用で
きる場合があります。

　・�広域で申し込む場合、「保護者の勤務状況により、児童の送迎に無理が生じる場合」
等の理由が必要となります。詳しい条件は小竹町役場健康こども課子育て支援係へ
お問い合わせください。

　・�入所決定については、小竹町と申込先の市区町村が協議を行い、受託された場合に
入所が可能となります。広域入所の条件が満たしている場合でも、申込先の市区町
村において待機児童がいる場合などの理由により、入所できない場合があります。

小、中学校

入学・転校手続き� 教育課学校教育係☎0949-62-1961

▶小、中学校の新入学
　①「入学通知書」は教育委員会から１月中に保護者あてに送付します。
　※２月中旬までに入学通知書が届かない場合はお問い合わせください。
　②入学前、次の場合には連絡をしてください。
　⑴入学通知書の氏名・生年月日などの記載に誤りがあるとき
　⑵入学通知書を受け取った後、住所を異動されたとき
　⑶町立の小、中学校以外の学校に入学されるとき
　⑷指定された学校の変更などの相談がしたいとき

▶転校の手続き

町外へ転校 町内へ転校
必要なもの 在学証明書　教科用図書給与証明書 在学証明書　教科用図書給与証明書
提出先 転出校 転入校

※在学証明書、教科用図書給与証明書は在籍している学校で発行されます。

小
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就学援助制度� 教育課学校教育係☎0949-62-1961

　経済的な理由で、子どもの義務教育に伴う費用の負担が困難な保護者に対し、学校で
必要な費用の一部について、町が援助を行っています。希望される人は下記により申請
を行い、認定になった人が対象になります。

援助内容
学用品費（定額）、新入学学用品費（新小１年生・新中１年生のみ、定額）、
修学旅行費・校外活動費、給食費等
※認定の時期等により該当にならないものもあります。

申請に
必要なもの

・就学援助費受給申請書（各小中学校および申請場所窓口にあります。）
・通帳
・印鑑（認印）※申請者と振込口座名義人が違う場合のみ
・�所得課税証明書（※申請前年度の１月１日時点で小竹町に住所のない人のみ）

申請場所 教育課学校教育係、各小中学校
申請時期 随時受け付けていますが、認定は申請した月からとなります。

認定について 世帯全員の所得の状況等により審査し判定を行います。そのため、世帯全
員の所得の申告が必要です。結果については後日、郵送でお知らせします。

※毎年各小中学校にてご案内を配布しています。

ひとり親家庭への支援

ひとり親家庭等医療費支給制度� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　母子家庭の母と児童、父子家庭の父と児童、父母のいない児童に対し、医療保険診療
による医療費の自己負担分の一部を助成しています。
対象者

　小竹町に住所を有し、医療保険各法の被保険者または被扶養者で次のいずれかに該当する人
　①母子・父子家庭の父・母…18歳（※注）までの児童を扶養している人
　②母子・父子家庭の児童…小学校就学後から 18歳（※注）までの人
　③父母のいない児童…小学校就学後から 18歳（※注）までの人
　（※注）18歳に達する日以降の最初の３月 31日までの間にある子どもをいいます。
　※�小学校就学前の子どもがいる場合は、小学校就学後からひとり親家庭等医療に該当

するため、子ども医療からの切り替えが必要です。
　※�生活保護、中国在留邦人等で医療費支給給付を受けている人、前年の所得が限度額

を超えている人は対象となりません。
申請に必要なもの

　①マイナンバーカード（健康保険の資格確認書等）
　②申請者と子の戸籍謄本（離婚または死亡記載のあるもの）
　③児童扶養手当証書または遺族年金の証書
　④印鑑および委任状（代理手続きの場合のみ）
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自己負担額
　通院 800円／月（上限）　入院 500円／日（月７日限度）　※医療機関ごとに負担
助成対象外

　①保険診療以外（室料差額・往診の際の交通費・薬の容器代等）
　②他の公費で助成される医療費　③入院時の食事代
　※�医療証の有効期限は９月 30日です。毎年更新手続きが必要です。（更新を忘れると

助成が受けられなくなります。）
　※�県外で受診した場合や医療証を医療機関に提示できなかった場合に窓口で医療費を

支払ったときは、次のものをお持ちのうえ、払い戻しの手続きをしてください。
　①ひとり親家庭等医療証　②マイナンバーカード（健康保険の資格確認書等）　③印鑑
　④通帳など口座番号等の確認ができるもの（保護者の口座）
　⑤領収書（医療機関等が発行したもの）の原本
　⑥医療保険者が発行する証明書（小竹町国民健康保険の人は不要）

児童扶養手当� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　父母の離婚、父（母）の死亡などによって、父（母）と生計を同じくしていない児童
について、手当を支給する制度です。
　ひとり親家庭などの生活の安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ること
を目的としています。
児童扶養手当を受けられる人

　０歳から 18歳に達する日以降の最初の３月 31日までの間にある子ども（障がいの
ある児童については 20歳未満）を監護している父か母、または父母に代わってその児
童を養育している人
手当の月額（令和６年11月～）

　児童１人のとき
　　全部支給　45,500 円／一部支給（※１）　45,490 円～ 10,740 円
　児童２人目以降の加算額
　　（１人につき）全部支給　10,750 円／一部支給（※１）10,740 円～ 5,380 円
　※１　一部支給については、所得に応じて決定されます。
　※受給者等の所得額に応じて全部支給、一部支給、全額支給停止の場合があります。
　※標記の金額は令和６年 11月分の金額です。変更になる場合があります。
手当の支払

　手当は、認定請求をした日の属する月の翌月分から支給されます。
　支払月：１月、３月、５月、７月、９月、11月にそれぞれの前月分までが支払われます。
申請に必要なもの

　①マイナンバーが確認できるもの
　②請求者と対象児童の戸籍謄本（外国人の場合は在留カードまたは特別永住者証明書）
　③請求者名義の口座が分かる通帳またはキャッシュカード
　④その他必要な書類（詳しくは担当係にお問い合わせください。）
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ひとり親家庭などを対象としたその他の事業

▶自立支援プログラム策定事業� ひとり親サポートセンター飯塚ブランチ☎0948-21-0390

　就業相談員が自立支援計画書（プログラム）を作成し、一人ひとりに合った支援方法を
選択します。その後、ハローワークの担当者と連携し、プログラムの内容に沿って就職ま
でアドバイスと支援を行います。また、プログラム終了後のアフターフォローも行います。

▶母子父子寡婦福祉資金� 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎0949-22-5692

　ひとり親家庭や寡婦の経済的自立や生活意欲の助長、そのこどもの福祉の増進を図る
ため、各種資金の貸付を保健福祉環境事務所で行っています。

▶自立支援教育訓練給付金� 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎0949-22-5692

　ひとり親家庭の母または父が就職につながる能力開発のために受講した教育訓練講座
の受講料を助成する給付金です。
　対象となる講座や支給額について、詳しくは上記の問い合わせ先にお尋ねください。

▶高等職業訓練促進給付金事業� 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎0949-22-5692

　ひとり親家庭の母または父が就職に有利な資格を取得するため、養成機関で就業する場合、就業期
間中の生活費の負担軽減のために、就業する期間（48か月を上限）に毎月訓練促進費を、または終
了後に終了支援金を支給する給付金です。要件など詳しくは上記の問い合わせ先にお尋ねください。

▶高等学校卒業程度認定試験合格支援事業� 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所☎0949-22-5692

　ひとり親家庭の母、父またはその児童が高等学校卒業程度認定試験の合格を目指し受講した
対策講座の受講料を助成する事業です。要件など詳しくは上記の問い合わせ先にお尋ねください。

障がいがあるお子さんへの支援など

重度障がい者医療費支給制度� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　重度障がい者に対し、医療保険診療による医療費の一部を助成しています。
対象者

　小竹町に住所を有し、医療保険各法の被保険者または被扶養者で、次のいずれかに該
当する人（ただし、小竹町等の決定により障がい者支援施設等に入所のため小竹町外に
住所を変更した場合は、小竹町の重度障がい者医療の対象になります。）
　①身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている人
　②療育手帳Ａの交付を受けている人
　③身体障害者手帳３級の交付を受けている人で IQ36以上 50以下の人
　④精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人
　※�子ども医療の対象者は、小学校就学後から重度障がい医療に該当するため、子ども
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医療からの切り替えが必要です。
　※�生活保護法による医療扶助を受給している人、前年の所得が限度額を超えている人

は対象となりません。
　※�他の市町村等の決定で小竹町内の障がい者支援施設や介護保険の住所地特例施設等

に入所するために小竹町に住所を変更した場合は、対象者となりません。
申請に必要なもの

　①マイナンバーカード（医療保険の資格確認書等）　②障害者手帳・療育手帳等
　③委任状（代理手続きの場合のみ） 
自己負担額

　【小学生、中学生および高校生】
　通院…500円／月（１医療機関あたりの上限）
　入院…［一般］500円／日（月７日限度）　　［低所得］300円／日（月７日限度）
　【一般】
　通院…500円／月（１医療機関あたりの上限）
　入院…［一般］500円／日（月 20日限度）　　［低所得］300円／日（月 20日限度）
助成対象外

　①保険診療以外（室料差額・往診の際の交通費・薬の容器代等）
　②他の公費で助成される医療費　③入院時の食事代
　※�医療証の有効期限は９月30日です。10月からの医療証は９月末までに送付します。

毎年８月に更新手続きが必要です。（更新を忘れると助成が受けられなくなります。）
　※�県外で受診した場合や医療証を医療機関に提示できなかった場合に窓口で医療費を

支払ったときは、次のものをお持ちのうえ、払い戻しの手続きをしてください。
　①重度障がい者医療証　②マイナンバーカード（医療保険の資格確認書等）　③印鑑
　④通帳など口座番号等の確認ができるもの（受給者または保護者の口座）
　⑤領収書（医療機関等が発行したもの）原本
　⑥医療保険者が発行する証明書（小竹町国民健康保険または後期高齢者医療保険の人は不要）

特別児童扶養手当� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　精神または身体が障がいの状態（法で定める程度以上）にある 20歳未満の児童につ
いて、児童の福祉の増進を図ることを目的として、手当を支給する制度です。
特別児童扶養手当を受けられる人

　日本国内に住所があり、手当の対象となる児童を監護している父または母、および父
母に代わって養育している人
　※定められた額以上の所得がある場合等は、手当は支給されません。
手当の月額

　重度障がい児（１級）　１人につき 56,800 円
　中度障がい児（２級）　１人につき 37,830 円
　※標記の金額は令和７年４月以降の金額です。変更になる場合があります。
手当の支払

　手当は、認定請求をした日の属する月の翌月分から支給されます。
　支払月：�４月、８月、11月にそれぞれの前月分までが支払われます。（ただし、11
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月期については８月～ 11月分まで）
申請に必要なもの

　①マイナンバーが確認できるもの　②療育手帳または身体障害者手帳
　③診断書（省略できる場合があります）　④請求者と対象児童の戸籍謄本
　⑤金融機関の預金通帳（請求者）　⑥その他必要な書類（詳しくは担当係までお問い合わせください。）

障害児福祉手当� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　在宅の重度の障がい児（20歳未満）に支給されます。手当を受けるには手続きが必
要です。担当係で請求の手続きをしてください。
対象者

　精神または身体に重度の障がいを有するため日常生活において常時の介護を必要とす
る状態にある在宅の 20歳未満の人
手当の月額

　月額16,100円　※標記の金額は令和７年４月以降の金額です。変更になる場合があります。
手当の支払

　２月・５月・８月・11月　※それぞれの前月分までが支給されます。
手当対象外

　⑴施設に入所している人　⑵児童が障がいを理由とする公的年金を受給している人
　⑶本人および配偶者、扶養義務者に限度額以上の所得がある人
手続きに必要なもの

　⑴身体障害者手帳または診断書（福岡県指定の医師が作成したもの）
　⑵所得証明書　⑶住民票（世帯全員分、本籍・続柄記載のもの）

児童発達支援� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　未就学の障がいがある乳幼児に対し、日常生活における基本的な動作および知識技能
の習得、集団日常生活への適用のための必要な支援を行います。
対象者

　小竹町内に在住の集団療育および個別療育を行う必要があると認められる未就学の障がい児
　○ア～オまでのいずれかに該当する人
　ア．身体障害者手帳の交付を受けた人
　イ．療育手帳の交付を受けた人
　ウ．�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けたものまたは同等の障がいを有することを証明

する書類を持つ人
　エ．特別児童扶養手当等を受給していることを証明する書類を持つ人
　オ．�難病や乳幼児健診等により療育・訓練を必要とすることを証明する医師の診断書

や関係機関からの意見書を持つ人
費用負担

　対象者の属する世帯の所得に応じ、町が決定します。
　・町民税非課税および生活保護の世帯：０円
　・町民税課税世帯（所得割額 28万円未満）：月上限額 4,600 円
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　・町民税課税世帯（所得割額 28万円以上）：月上限額 37,200 円
◎児童発達支援の申請等詳しくはお問い合わせください。

放課後等デイサービス� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　就学中の障がいがある児童に対し、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活の
能力向上のための訓練等を継続的に提供することにより、学校教育と相まって障がいが
ある児童の自立を促進するための支援を行います。
対象者

　次のいずれも該当する人が対象です。
　①�小竹町内に在住の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、専修学校等に就学している児童
　②ア～オまでのいずれかに該当する人
　　ア．身体障害者手帳の交付を受けた人
　　イ．療育手帳の交付を受けた人 
　　ウ．�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた人または同等の障がいを有することを

証明する書類を持つ人
　　エ．特別児童扶養手当等を受給していることを証明する書類を持つ人
　　オ�．�難病等により療育・訓練を必要とすることを証明する医師の診断書や関係機関

からの意見書を持つ人
費用負担

　対象者の属する世帯の所得に応じ、町が決定します。
　・町民税非課税および生活保護の世帯：０円
　・町民税課税世帯（所得割額 28万円未満）：月上限額 4,600 円
　・町民税課税世帯（所得割額 28万円以上）：月上限額 37,200 円
　◎放課後等デイサービスの申請等詳しくはお問い合わせください。

保育所等訪問支援� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　専門職が障がい児のいる保育所等の施設を訪問し、障がい児以外の児童との集団生活
への適応のための専門的な支援を行います。
対象者

　次のいずれも該当する人が対象です。
　①小竹町内に在住の保育所、幼稚園、こども園、小学校に就学している児童
　②ア～オまでのいずれかに該当する人
　　ア．身体障害者手帳の交付を受けた人
　　イ．療育手帳の交付を受けた人
　　ウ．�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた人または同等の障がいを有することを

証明する書類を持つ人
　　エ．特別児童扶養手当等を受給していることを証明する書類を持つ人
　　オ．�難病等により療育・訓練を必要とすることを証明する医師の診断書や関係機関

からの意見書を持つ人
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費用負担
　対象者の属する世帯の所得に応じ、町が決定します。
　・町民税非課税および生活保護適用中の世帯：０円
　・町民税課税世帯（所得割額 28万円未満）：月上限額 4,600 円
　・町民税課税世帯（所得割額 28万円以上）：月上限額 37,200 円
　利用できる事業所は随時更新されているため、お問い合わせください。
　◎保育所等訪問支援の申請等詳しくはお問い合わせください。

日中一時支援事業� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

　日中において見守り等の支援が必要な障がいがある人（児童・者）に対し、日中にお
ける活動の場を確保し、障がいがある人を日常的に介護している家族に対し就労支援や
レスパイト（一時的な休息）を提供します。
対象者

　小竹町に居住している次のいずれかに該当する人が対象です。（居住地特例で他の市
町村措置の人は、対象外）
　①身体障害者手帳の交付を受けた人　②療育手帳の交付を受けた人
　③�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた人または同等の障がいを有することを証明する書類を持つ人
　④�難病等を証明する医師の診断書や関係機関からの意見書を持つ人
費用負担

　町民税課税世帯１割負担。（月額上限額　37,200円）
　・町民税非課税および生活保護の世帯は０円
　◎日中一時支援事業の利用申請等詳しくはお問い合わせください。

子育ての悩みの相談先

各種相談窓口� 健康こども課☎ 0949-62-1864　教育課☎0949-62-1961

▶各種相談
相談窓口 相談内容

小竹町こども家庭センター
（☎0949-62-1864）

健康対策係
乳幼児健診や妊婦健診など母子保健全般に関すること
お子さんの予防接種に関すること
乳幼児、妊婦の食事・栄養に関すこと

子育て支援係 子育て支援事業に関すること
児童虐待防止に関すること

小竹こども園（利用者支援事業）
（☎ 0949-62-0187）

幼稚園や保育園、こども園などの教育・保育施設を円滑
に利用できるよう、個別ニーズを把握し、それに基づい
て情報の集約、提供、相談、利用支援等を行うこと

児童相談所虐待対応ダイヤル
（☎ 189（いちはやく）番）
※�お住いの地域の児童相談所に 24
時間 365日つながります。

「あれって虐待かも？」と思ったら
少しでも虐待の可能性を感じたら迷わずお電話くださ
い。あなたの通告で救われる命があります。
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▶教育に関する相談

相談窓口 受付日（時間） 相談内容
小竹町教育委員会

（☎ 0949-62-1961）
月曜日～金曜日

８時 30分～ 17時 15分
児童・生徒の教育に関すること

（いじめ・不登校等）

▶少年の非行やいじめに関する相談

相談窓口 受付日（時間） 相談内容
子どもホットライン24

（☎ 0948-25-3434） 毎日 24時間対応 子どもの生活、しつけ、問題行動、
家庭親子関係、不登校等

▶子育てに係る経済的負担の軽減
経済的支援 支援概要 担当係

就学援助制度 子どもの義務教育に伴う費用の負担が困難な保
護者に対する援助 教育課学校教育係

特別支援
教育就学奨励費制度

特別支援学級に就学する児童生徒の保護者に対
する援助 教育課学校教育係

障がい者（児）相談支援事業（障がいに関する相談）� 福祉課一般福祉係☎0949-62-1219

▶直鞍地区障がい者基幹相談支援センターかのん
　直鞍地区障がい者基幹相談支援センターかのんは、障がいのある人の相談窓口です。
　障害者手帳の有無にかかわらず、障がいのある人やそのご家族、関係者の人がお困り
の相談をお受けしています。相談は無料で専門の相談員が対応します。
　あなたの生活の悩みごと、困りごと、心配ごと、将来のこと、仕事のこと、夢、子ど
もの発達や将来のこと、お住まいのこと、障がい者虐待のことなど、ご相談いただけます。
　関係機関と相談しながら、一緒に解決の糸口を考えます。
　【連絡先】
　　☎：0949-24-1551　FAX：0949-24-1552　e-mail：kanon-kikan@wind.ocn.ne.jp
　【開所時間】
　　月曜日～金曜日　８時 30から 17時まで（土・日・祝日は休み）

▶障がい者虐待防止に関する相談
　直鞍地区虐待防止センター（直鞍地区障がい者基幹相談支援センターかのん）では、「障
害者虐待防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づき、障がい者の人
への虐待の通報を 24時間、365日受け付けています。
　「虐待かも？」と思ったり、虐待に気付いた時は直鞍地区虐待防止センターもしくは
各市町の障がい担当窓口までご相談ください。
※�障がい者の虐待に気付いた人には通報する義務があります。ご相談は匿名でも受け付
け、通報した人の情報は守られます。

　【連絡先】
　　☎：0949-24-1556（24時間365日対応）　FAX：0949-24-1552
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発達障がいについて知っていますか？� ☎福祉課 0949-62-1219
� ☎教育課 0949-62-1961
� ☎健康こども課 0949-62-1864

▶発達障がいとは
　発達障がいは、脳機能の発達に関係する障がいです。他人との関係づくりやコミュニケーショ
ンなどがとても苦手ですが、優れた能力が発揮される場合もあり、周りから見てアンバランス
な様子が理解されにくい障がいです。発達障がいの人たちが個々の能力を伸ばし、社会の中で
自立していくためには、子どものうちからの「気づき」と「適切なサポート」が必要です。

▶発達障がいの種類と症状
◎自閉スペクトラム症（ASD）
　�　人との交流がうまくできなかったり、言葉の発達に遅れが見られます。特定の物や
場所に強いこだわりを示すなどの特徴があります。

◎注意欠如多動症（ADHD）
　�　集中力が長続きせず注意力が散漫（不注意）、落ち着きがなくじっとしていられな
い（多動性）、衝動に任せて行動を起こしてしまう（衝動性）などの特性があります。

◎学習障害（LD）�
発達障がい 知的な遅れを伴う

こともあります

ASD
（自閉症スペクトラム）

ADHD
（注意欠如/多動症）

LD
（学習障害）

　�　知的能力には遅れがないにも関わらず、読む、書く、計算
するなどの特定の分野に障がいがみられることをいいます。

　�　発達障がいは、複数の障がいが重なって現われることもあり、
障がいの程度や年齢（発達段階）、生活環境などによっても症状
は違ってきます。発達障がいは多様であることの理解が必要です。

▶発達障がいのサイン
　・人の目を見ることが少ない ・指さしをしない
　・ほかの子どもに関心がない ・ちょっとしたことで気が散り、集中できない
　・落ち着きがなくじっとしていられない ・気持ちの切り替えが難しい、順番やルールを守れない
　・ことばの発達が遅れている ・特定の物にこだわりが強く、興味や関心の対象がせまい
　・決まったやり方や方法にこだわる ・人の話を聞かず、一方的に話す
　・他人の会話やゲームに割り込む ・相手の気持ちやその場の雰囲気が読めない　など

　発達障がいは、幼児のうちから症状が現れ、通常の育児ではうまくいかないことがあ
ります。また、発達障がいのある子どもは日常生活の中で不安や困り感を持ち、怒られ
ることや失敗が増えることで自信を失い、不登校、ひきこもり、うつ病などの２次障が
いを引き起こす可能性があります。早めに子どもに合った支援や適切な関わり方を行い、
子どもが過ごしやすい環境を作っていく必要があります。

▶相談方法
　子ども、保護者の早期支援のために、小竹町では療育訓練事業やこども園、小学校へ
の巡回相談事業を行っています。子どもの気になる「行動」や「特性」があれば、こど
も園の先生や学校の先生、町の保健師や助産師に相談しましょう。
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住居費等に関する支援

結婚新生活支援事業� 健康こども課子育て支援係☎0949-62-1864

　小竹町では、結婚に伴う新生活を支援するため、住宅取得や賃借、または引っ越しに
かかった費用を補助します。対象となる世帯はホームページに掲載している期間に婚姻
届を提出し、受理された夫婦で、補助金の要件に該当する世帯です。

▶補助金の額
　住居費および引越費用を合算した額（１世帯当たり 30万円を上限。ただし、婚姻
日において夫婦ともに 29歳以下の場合は１世帯当たり 60万円を上限）

※詳しい補助金の要件等はホームページをご覧ください。

小竹町移住者住宅取得補助金� 企画調整課企画係☎0949-62-1214

　小竹町では、町内に住宅を新築または新築建売住宅もしくは中古住宅を購入し、町外
から小竹町に移住した方を対象に補助金を交付します。
　補助金の交付を受けるには申請手続きが必要です。
◎補助金の額
　要件をすべて満たした対象者への補助金の額は、１申請あたり新築の場合最大 70万
円、中古住宅の場合最大 55万円です。
　※�詳しくは企画調整課にお問い合わせしていただくか、小竹町のホームページにて確認をお願いします。

町内の公園

小竹町運動公園グラウンド� 教育課社会教育係☎0949-62-0452

　小竹町運動公園グラウンドは、老若男女を問わず、みなさんのコミュニケーション・
健康増進・癒しや憩いの場としての役割を担っています。
利用時間

　午前９時から日没まで
定休日

　毎月第３月曜日　ただし、８月13日～15日、年末年始（12月28日～翌年１月４日）は休場
料　金

　無料
利用申込

　小竹町中央公民館窓口へ直接申込ください。電話等では、受付しておりません。
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発行にあたって

小竹町でよかった！

子ども　親　地域　ともに育ちゆくまち
～こたけ～

　小竹町は、 誰もが安心して子どもを産み、 育てるこ

とができ、 すべての子どもたちがすこやかでのびのびと育

つことができる 「子育てのまち」 を目指し、 さまざまな

子育て支援の取り組みを進めています。

　子育てに関する身近な情報を一冊にまとめた 「小

竹町子育てハンドブック」 を作成しました。

　ぜひお手元に置かれて、 日々の暮らしや子育てに活

用していただきますようお願いします。


